
所要の法案が令和６年通常国会で可決・成立。

資料４
健康福祉部子育て支援課

児童福祉法
令和７年４月１日施行

子ども・子育て支援法
令和８年４月１日施行
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富里市
令和８年４月実施を目指す
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（出典）令和6年11月20・21日
自治体オンライン説明会

一時保育は、保護者の事情（就労、緊急保育、私的事由）による利用 1か月当たり15日

（乳児等通園支援事業）は「こどもの発達」目的による利用
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〇一時保育は、6か月～就学前のこどもを対象に「保護者の事情」による利用

（対象）
（1）非定型的保育 保護者の就労、職業訓練その他の事由により、断続的に家庭における保育が困難となる児童
（2）緊急保育 保護者の疾病、災害、事故、出産、看護、介護、冠婚葬祭その他の社会的にやむを得ない事由により

  緊急かつ一時的に家庭における保育が困難となる児童
（3）私的事由による保育 保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担を軽減するため一時的に保育が必要となる児童

(利用可能日数)

一時保育事業を利用することができる1月当たりの日数 

（1）非定型的保育 15日(おおむね週平均3日) (2) 緊急保育 15日 (3) 私的事由による保育 2日前
（利用料）
（1） 3歳未満児 1日保育2,160円半日1,080円 食事代1食当たり220円
（2） 3歳以上児 1日保育960円半日480円 食事代1食当たり270円
（3）おやつ代  1食当たり20円

〇こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）は、6か月～満3歳未満のこども
を対象に「こどもの発達」を目的とする利用
こども家庭庁（案）
・１か月10時間利用（一人1時間当たり850円補助基準上限） 自治体判断により利用時間の設定が可能
・１時間当たり300円保護者負担
・医療的ケア児（2,400円）、障害児（400円）、要支援家庭のこども（400円）の受入れに係る補助加算措置

保育現場の捉え方としては、「保育時間の長短」の違い、乳幼児突然死症候群、アレルギー、朝の親子分離、
保護者の育児負担等を把握するスキル、通常保育の連絡ノートに代わる送迎時の会話が重要である等
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富里市コメント
令和７年度に、
システム運用・認証実験を予定


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

